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1. 適用 範囲 この 規格 は， ラック 貝 がら 虫の 分泌物 を 精製して 得た セ ラックに ついて 規定す る。 
備考 1. この 規格の 引用 規格 を， 付表 1 に 示す。 

2. この 規格の 対応 国際規格 を， 付表 2 に 示す。 

2. 種類 次の 4 種類と する。 

1 種 ワックス を 除かない もの。 

2 種 ワックス を 除かないで 精製 度 を 高く した もの。 

3 種 ワックス を 除いた もの。 

4 種 ワックス を 除き 脱色した もの。 

3. 品質 品質 は 6, によって 試験した とき， 表 1 のとお りと する。 
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項目 


種類 


1 種 


2 種 


3 種 


4 種 


外観 


見本 品 (1) と 差異がない こと。 


揮発 分 0/0 


2,0 以下 


水 可溶 分 


0.5 以下 


温 アルコール 不溶分 ％ 


1.5 以下 


0,6 以下 


0,3 以下 


0.2 以下 


ロジン 


認めない こと。 


灰分 ％ 


1.0 以下 


0,3 以下 


ワックス 分 o/o 


5.5 以下 


0.2 以下 


流動 度 


当事者 間の 協定に よる。 


熱硬化 時間 秒 


90 以上 


酸 価 


65〜80 


ひ 素 （As と して） ％ 


0.000 38 以下 


重金属 （Pt) と して） ％ 


0.001 以下 



注 (1) 当事者 間の 合意に よって あらかじめ 決めた もの， 又は あらかじめ 製造業 者が 一定の 品質 
水準 を 示す ものと して 設定 又は 登録した もので， 品質 水準 は 試料 品質の 中心的 （平均 的） 
水準 を 示す もの。 



4. 一般 事項 試験に おいて 共通す る一 般 事項 は， JISK 0050 及び JISK 8001 による。 

5. 試料 採取 方法 及び 調製 方法 

(1) 要旨 試料 は ロット を 代表す るよう に 採取し， 採取した 試料の 量が 多い 場合 は 必要な 量まで 縮 分し， 
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必要な 粒度まで 粉砕す る。 

(2) 器具 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) ふるし、 JISZ8801 に規定する網ふるぃ710^及び355^010 

(b) はかり 化学 はかり 又は 電子 はかり。 

(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(3.1) 試料 採取 

(a) セ ラックの 1 ロットの 容器 個数のう ち， その 10% 以上 を ランダムに 抜き取る。 

(b) その それぞれから 200g 以上 を 採取す る。 

(C) 全 試料 を 十分に 混合し， 平板 上に 円す い 形に 積み上げる。 

(d) (りの 円す い を 平らに し， 場所 を 変えて (C) の 操作 を 1〜2 回 繰り返す。 

(e) 円す い を 頂点から 垂直に 押し下げる ように 平らに し， これ を 扇形に 4 等分す る。 
(り 対角の もの を 一対 取り， 他 を 除く。 

(g) (d) 〜(り を 繰り返して 約 150g とし， これ を 適切な 容器に 入れ 密閉して 保存す る。 

(3.2) 試料の 》 製 

(a) 試料 をよ く 混合して 約 lOOg を 取り， これを網ふるぃ710^01を全通するまで粉砕し， 容器に 入れて 
密閉し， 試験に 供す る。 

この 試料 は， 6.1(4)(b)， 6.2, 6.3， 6.4, 6.5， 6.6, 6.7， 6.10， 6.11 及び 6.12 に 用いる。 
また， 6.8 及び 6.9 について は， さ らに粉碎して網ふるぃ 355^Lmを全逋したものを用ぃる。 

6. 試联 方法 
6.1 外観 

(1) 要旨 外観 は， 試料 及び 見本 品の 色， 形状， エタノール 溶液 を目視 によって 比較す る。 

(2) 試藥 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) エタノール （95) JISK8102 に 規定す る もの。 

(3) 器具 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) 試験管 JISR 3503 に 規定す る 外径 15mm, 長さ 150mm の もの。 

(b) 白紙 白い 紙で 縦 約 2 5 0mm, 横 約 ISOmm の もの。 

(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 5，(3)(3.1) で 採取した 試料 約 2g を， 白紙 上で 見本 品 (1) と 接する ように 並べ， 色 及び 形状 を 拡散 昼 光の 
もとで 比較す る。 

(b) 試料と 見本 品 (1) を それぞれ 3.0g 量り 取り 試験管に 入れ， これに エタノール （95) 6.0g を 加え 常温で 

溶かす。 

これ を 接する ように 並べ， 拡散 昼 光の もとで 白紙 を 背景と して 側面から 透視して 比べる。 

(5) 判定 色に 差異がない とき "見本 品と 差異がない" とする。 
6.2 揮発 分 

(1) 要旨 揮発 分 は 試料の 質量と 低温 加熱 及び シリカゲル による 乾燥 後の 質量との 差から 求める。 

(2) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) ふた 付 平底 皿 外径 約 75mmo 

(b) 乾燥器 40±2 でに 調節で きる もの。 

(c) デシ ケー ター 乾燥剤と して シリカゲル を 入れた もの。 
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(d) はかり 5.(2)(b) による。 

(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 2g を O.OOlg のけた まで ふた 付 平底 皿に 量り 取る。 

(b) ふた 付 平底 皿の ふた を 取って 試料 を 均一に げ 40±2°C の 乾燥器 中に 4 時間 保ち， デシ ケー ター 中 
で 15 時間 放置した 後， ふた をして 質量 を O.OOlg のけた まで 量る。 

(4) 計算 揮発 分 は， 次の 式に よって 算出す る。 

Wo 

ここに， F: 揮発 分 （％) 

m, ： 乾燥 前の 試料の 質量 （g) 
m, ： 乾燥 後の 試料の 質量 （g) 

6.3 水 可溶 分 

(1) 要旨 水 可溶 分 は， 試料 を 水に 浸した 後， ろ 過して ろ 液に 溶 出した 無機 塩， 有機物な どの 質量から 求 
める。 

(2) 装置 及び «具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) 乾燥器 105〜110で に 調節で きる もの。 

(b) デシ ケー ター 6.2(2)(c) による。 

(C) ろ 紙 JISP38M に 規定す る 5 種 C で 直径 125mm の もの。 

(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 lOg を O.Olg のけた まで 適宜の 全量 フラスコ 又は ビーカ一 に 量り 取る。 

(b) 蒸留水 100ml を 加えて 十分に かき 混ぜる。 

(C) 時計皿で ふた をして 室温に 4 時間 置き， その 間と きどき かき 混ぜる。 

(d) これ をろ 紙 を 通して 質量 既知の ビーカーに 移し 入れ， セ ラック 及びろ 紙 を 蒸留水 50ml で 洗浄して 
洗 液 をろ 液に 加える。 

(e) ろ 液 を 水浴 上で 蒸発 乾 固す る。 

(り 105〜110 での 乾燥器 中で 1 時間 乾燥す る。 

(g) 乾燥 後 デシ ケー ターの 中で 30 分 間 放?^ し， 質量 を 量る。 

(h) 質量の 差が 0.002g 以下になる までめ〜 (g) を 繰り返し， 蒸発 乾 固 物の 質量 を O.OOlg のけた まで 求め， 
その 最小値 を 測定値と する。 

(4) 計算 水 可溶 分 は， 次の 式に よって 算出す る。 

mo 

ここに， 水 可溶 分 （o/o) 

m, ： 蒸発 乾 固 物の 質量 （g) 
m。 ： 試料の 質量 （g) 

6.4 温 アルコール 不溶分 

(1) 要旨 温 アルコール 不溶分 は， 試料の 温 エタノール 抽出 乾 固 物の 質量から 求める。 

(2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) エタノール （95) JISK8102 に 規定す る もの。 

(3) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 
(a) ろ 過 器 形状 及び 寸法の 一例 を 図 1 に 示す。 
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(b) 水浴 銅 又は ステンレス 製で 幅 100mm と し， 形状 及び 寸法の 一例 を 図 2 に 示す。 

(c) 抽出 装置 コンデンサー， サイホン カップ， 三角 フラスコから 構成し， 形状と 寸法の一 例 を 図 3 に 
示す。 抽出 装置 は 次のように 組み立てる。 

コンデンサーの 下 管に コルク 拴を 取り付け， 下 管の 先 を サイホン カップの 上部に 差し込み， それ 
らに 設けた あなに 真直な 針金 を 1 本 通して 違 結す る。 

三角 フラスコ は， その 中に サイホン カップ をつ るす 形で コンデンサーの 下 管に コルク 栓で 取り付 
ける。 

(d) はかり 瓶 ガラス 栓付， 直径 約 40mm, 高さ 約 80mm の もの。 

(e) 円筒ろ 紙 外径 約 25mm， 高さ 55mm の もので， あらかじめ 次に 示す 方法で アルコール 可溶 分を抽 



新しい 円筒ろ 紙 を 空の まま (C) の 装置の サイホン カップに 入れ 三角 フラスコに は 沸騰 石 数個 を 入 
れ エタノール (95) を 用いて 30 サイクル (^) 抽出した 後， はかり 瓶に 入れ， 105〜110 でで 前後の 差が 
0.002g 以下になる まで 乾燥， 放 冷， ひょう 量 を 繰り返す。 
注め （ 4 )(d) の 注 ( 3 ) 参照。 

この 円筒ろ 紙の 空 抽出 も 本 操作と 同じ 条件の 抽出 を 行う。 
(り デシ ケー ター 6.2(2)(c) による。 

(g) 乾燥器 6.3(2)(a) による。 

(h) はかり 5.(2){b) による。 



出した もの。 



理1 ろ 過 器 

材質 硬質 ガラス 



単位 mm 



外择 <P32± f 



# 今 7〜7,5 



H2 水浴 



単位 mm 




フラスコ を 入れる あな 
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図 3 抽出 装置 



(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 5g を 0,01g のけた まで ビーカー 100ml に 量り 取る。 

(b) エタノール （95) 75ml を 加え， 時計皿で 覆い， 水浴 上で 沸騰 させて 試料 を 溶かし， 30 分 間 沸点 近く 
の 温度に 保つ。 

(C) ろ 過 器に 円 倚ろ 紙 を 入れ， 沸騰した エタノール （95) で 潤す。 

円筒ろ 紙の 中に 試 科 溶液 を 温度が 下がらな いように， 速やかに 移し 入れろ 過す る。 沸騰した エタ 
ノール （95) 75ml を 用いて ビーカ一 中の 残 分 を 円筒ろ 紙に 洗い 移す。 

(d) 抽出 装置の サイホン カップに ろ 過 器 中の 円筒ろ 紙 を 移し， 沸騰 石 を 数個 入れた 三角 フラスコに， ェ 
タ ノール （95) 約 130ml を 入れて 加熱し 沸 縢 させ， 30 サイクル ( 3 ) 抽出す る。 

(e) 抽出 を 終わった 円筒ろ 紙 を はかり 瓶に 入れ， 105〜110で に 保った 乾燥器に 入れて 2 時間 以上 乾燥す 
る。 

(f) 乾燥 後 デシ ケー ターの 中で 30 分 間 放 冷し， 質量 を 量る。 

(g) 再び 105〜110で に 保った 乾燥器に 入れて 約 1 時間 乾燥し， デシ ケー ターの 中で 30 分 間 放 冷した 後, 

質量 を 量る。 



三角 フラスコ 




外径 約 牛 33 



コンデンサ- 



コルク 栓 



<t>2S あな 



-H 

内徑ゃ 32 土 ひ 5 



<1*2~3 あな 



サイホン カップ 




径 や 4<? 土/ 5 



^11 1 vr/// 




ュ 
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(h) 質量の 差が 0.002g 以下と なる まで (g) の 操作 を 繰り返し， 乾 固 物の 質量 を 求め， 最小値 を 測定値と す 

る。 

注 ( 3 ) 抽出 効果 は 時間で なく， サイクル 数で 規定す るの がより 適切で ある。 

従来の 方法 は "少なくとも 2 時間" との 規定と なって いた。 これ は 実際， 抽出に 約 4 分/ サ 
ィ クル 必要で あるので， 2 時間で 30 サイクルになる。 "30 サイクル 以上" （2 時間 以上） とする 
と 抽出 効果が 一定に ならない ので "30 サイクル" とした。 
(5) 計算 温 アルコール 不溶分 は， 次の 式に よって 算出す る。 



6.5 ロジン 

(1) 要旨 擬和 物と して 試料に 混入して いる ロジン を ハル フェン' ヒックス 反応に よって 試験す る。 

(2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) ェ タノ ール （95) 6.1(2)(a) による。 

(b) 醉酸 JISK8355 に 規定す る もの。 

(C) 石油 エーテル JIS K 8593 に 規定す る も の。 

(d) フエ ノール 溶液 JISK 8798 に 規定す る フエ ノールと JISK 8322 に 規定す る クロ 口 ホルムと を 体積 
比 1 :2 に 混合す る。 

(e) 臭素 溶液 J1SK 8529 に 規定す る 臭素と J1SK 8322 に 規定す る クロ 口 ホルムと を 体積 比 1 :4 に 混合 
する。 

(3) 器具 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) 共检付 三角 フラスコ 2 50ml。 

(b) 分 液 漏斗 200ml。 

(C) ろ 紙 JIS P3801 に 規定す る 3 種。 

(d) 恭発皿 J1SR13()2 に 規定す る 丸底 形で 170ml。 

(e) 水浴 90〜100で に 調節で きる もの。 
(D 呈色 反応 板 陶磁器 製。 

(g) 時計皿 直径 60mmo 

(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 2g を 共检付 三角 フラスコ 250ml に 量り 取り， エタノール （95) 10ml 又は， 酢酸 10ml を 加え 
て 完全に 溶ける ま で 振 り 混ぜる。 

(b) 溶解 後 絶えず 振りながら， 徐々 に 石油 エーテル 50ml を 加える。 

(C) 石油 ユー テル 添加 後 絶えず 振りながら 水 50ml を 加え， 分 液 漏斗に 移し， 振り 混ぜた 後 石油 エー テ 
ル層 が 分離す る ま で静 置す る 。 

(d) 水 層 を 流し 出し， 石油 エーテル 層 を 水 50ml で 洗浄し， 乾燥した ろ 紙 を 用いて 石油 エーテルの 抽出 
液 をろ 過し， 丸底 蒸発皿に 入れる。 

(e) この 抽出 液 を 水浴 上で 蒸^ 乾 固す る。 

(f) 蒸 穽乾固 物に フエ ノール 溶液 l〜2ml を 加え， これ を 呈色 反応 板の くぼみに 一杯まで 満たす。 



ここに， H: 
mj ： 
mo ： 



温 アルコール 不溶分 （％) 
乾 固 物の 質量 （g) 
試料の 質量 （g) 



K 5909-1994 



(g) 直ちに 隣の くぼみに 臭素 溶液 を 注ぎ， 時計皿 を 用いて 両方の くぼみ を 覆う。 

(h) このと き 臭素 溶液の 蒸気の 作用 による フ ノ ール 溶液の 呈色 反応 を 調べ る 。 

(5) 判定 この 溶液が 30 秒〜 1 分 後に 明らかな 紫色 又は 深い 藍色 を呈 しないと きを" 認めない" とする。 
6.6 灰分 

(1) 要旨 灰分 は， 試料 を 灰 化し， その 灰の 質量から 求める。 

(2) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) るつぼ JISR 1301 に 規定す る B 形で 30ml 又は JISH 6201 に 規定す る 一般 用 白金る つぼで 30 番。 

(b) S 気炉 500〜600で に 調節で きる もの。 
(C) ろ tt 6J(2)(c) による。 

(d) デシ ケー ター 6.2(2)(c) による。 

(e) はかり 5.(2){b) による。 

(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 2g を O.Olg のけた まで， 質量 既知の るつぼに 量り 取り， 初めは 弱く 加熱し， 徐々 に 温度 を 上 
げて 電気炉 を 用いて 500〜600 でで 強 熱して 炭化物が 残らなくなる まで 加熱す る。 

(b) 炭化物が 残った 場合 は， 大量の 温水で 抽出 後ろ 紙 を 用いて ろ 過し， ろ 紙の 上に 不 溶解 残さ （渣） を 
集めて 洗った 後， そのろ 紙 をる つぼに 移して 炭化物が なくなる まで 電気炉 を 用いて 強 熱する。 

ろ 液と 洗 液 をる つぼに 加えて 蒸亮乾 固した 後， 電気炉 を 用いて 500〜600 でで 強 熱する。 
(C) 加熱 後 デシ ケー ター 中で 30 分 間 放 冷し， 質量 を 量る。 

(d) 質量の 差が 0*001g 以下になる まで 強 熱， 放 冷， ひょう （秤） 量 を 線り 返し， 灰の 質量 を 求め， 最小 
値 を 測定値と する。 

(4) 計算 灰分 は， 次の 式に よって 算出す る。 

^ = -^xlOO 

ここに， A ： 灰分 （o/o) 

m, ： 灰の 質量 （g) 
m。 ： 試料の 質量 （g) 

6.7 ワックス 分 

(1) 要旨 ワックス 分 は， 試料 を 炭酸 ナトリウムの 熱 溶液に 溶かし， その 残さの クロ 口 ホルム 抽出 分の 質 
量から 求める。 

(2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) 炭酸 ナ トリウム JIS K 8625 に 規定す る もの。 

(b) クロ 口 ホル 厶 JISK8322 に 規定す る クロ 口 ホルム を 再 蒸留した もの。 

(3) 装置 及び S 具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) ビーカー 200ml。 

(b) 水浴 6，5(3)(e) による。 

(C) ろ 紙 6J(2)(c) を あらかじめ クロ 口 ホルムで 脱脂した もの。 

(d) 円筒ろ 紙 あらかじめ， クロ 口 ホルムで 脱脂した 円筒ろ 紙， 外径 25〜30mm, 高さ は 抽出 装置の サ 
ィ ホンの 最高 部より 約 5mm 高い もの。 

(e) 連続 抽出 装置 ソックス レー 抽出 器 又は 適宜な 連続 抽出 装置。 

(f) 乾燥器 6.2(2){b) 及び 6J(2)(a) による。 
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(g) デシ ケー ター 6.2(2)(c) による。 

(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 lOg を O.Olg のけた まで ビーカーに 量り 取り， 水 150ml に 炭酸 ナトリウム 2.5g を 溶かした 溶 
液 を 加える。 

(b) その ビーカー を 水浴 中に 浸し， 力べ はんして 溶かす。 

溶解 後 時計皿で ふた を し， 水 俗 中に 2〜3 時間 静置 し ワックス を 分離す る。 
(C) ビーカー を水裕 から 出し， 冷水で 冷却して ワックス を 固化 させて ろ 紙で ろ 過す る。 このと き 溶解し 
たセ ラック がろ 紙上に 残 ら ないよう に 水で 十分に 洗 う 。 

(d) このろ 紙 を 漏斗から 取り外し， 折りた たまずに ろ 紙の 端が ビーカーの 頂点と 同じ レベル を 保つ よう 
に ガラス 棒に 寄り かからせて ビーカー 中に 置き， 40±2で に 調節され た 乾燥器に 入れて 乾燥させる。 

(e) 乾燥した ろ 紙 を ビーカーから 取り出し， もう 1 枚の ろ 紙で 包み 針金で しばり 円筒ろ 紙の 中に 入れ， 
その 円筒ろ 紙 を 抽出 装置の 中に 置く。 

if) ビーカー 中に クロ 口 ホルム を 注ぎ， 沸騰 させて 円筒ろ 紙に 注いで 質量 既知の 抽出 フラスコの 中に 集 
める。 

この 操作 を ビーカーに ワックスが 残らな く なる まで 2 回 以上 操り 返す。 

(g) 抽出 装置 を 連結して 少なく とも 30 サイクル 抽出した 後 抽出 フラスコ 中の クロ 口 ホルム を 蒸発し， 除 
去す る。 

(h) その フラスコ を 105〜110\： の 乾燥器で 約 1 時間 乾燥 後， デシ ケー ター 中で 30 分 聞 放 冷して 質量 を 量 

る。 

(i) 質量の 差が 0.002g 以下になる まで (h) の 操作 を 線り 返し， ワックスの 質量 を 求め， 最小値 を 測定値と 
する。 

(5) 計 » ワックス 分 は， 次の 式に よって 算出す る。 

Wo 

ここに， 『： ワックス 分（％) 

m, ： ワックスの 質量 （g) 
m。 ： 試料の 質量 （g) 

6.8 流動 度 流動 度の 測定 は， 次の いずれ かの 方法に よる。 

6.8.1 第 1 法 （ウェス チン グハ ウス 法） 

(1) 要旨 試料 を 125 でで 溶融して 60 度の 傾斜 を 定時 間に 流れた 距離で 示す。 

(2) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) 流動 度 測定装置 銅製の 長方体の 上面に， 一辺から 25.4mm 及ぴ 側辺から 38.1mm の 位置 を 中心に 
した 直径 25.4mm， 深さ 19mm の 試料 溶融 カップと， カップから 対辺に 向かって 溶融 試料が 流れる 
溝 を 設ける。 

溝 は 長さ 127mm 以上， 幅 6.4mm， 最 深部の 深さ 12.7mm (溝 底の 丸みの 半径 3.2imn) である。 溝 
に 沿って， 長さの 方向に mm 単位の 目盛が 付けて ある。 溝の 仕上げ 状態 は， JISB 0601 に 規定す る 
表面 粗 さの 仕上 記号 （三角 記号） 表示に よる ▽ 以上と する。 

長方体に は， 溝と 平行に 温度計の 挿入 孔が あり， 温度計の 水銀 球の 中心が カップの 端から 6.4mm 
の 位置に あり， 温度計が 揷 入され るよう になって いる。 

長方体の 下部 は 加熱 装置に よって 全体 を 加熱で き， また， H5 に 示す ように， 水平から 60 度に 傾 
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925^4 
76.2 



ける ことができる ようになつ ている。 表面 は カップ 及び 溝 を 覆うた め， ガラスの ふたが できる。 
一例 を 図 4 に 示す。 

第 1 法 



76,2 



図 4 流動 度 測定装置の 一例 
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図 5 流動 度 測定 状態 図 

(A) (B) 




溶融 状態 （4 分） 

試 位置 



(b) デシ ケー ター 6.2(2)(c) による。 

(c) 通 度 91 節 0〜120 ボルトの 間で 任意の 電圧に 調節で きる もの。 

(d) 温度計 浸 没 線 付 ガラス 製 棒状 水銀温度計で， 表 2 に 示す もの。 



表 2 流動 度 測定 用 温度計 （第 1 法) 



温度の 範囲 


0〜200 でと し 0,:5で ごとの 目盛が 付いている こと。 


全長 


290~310mm 


ガラス 管の 径 


6〜7mm 


水銀 球 


長さ 10〜15imn 




直径 は 幹の 直径より 大きくな いこと。 


浸 没 


30mm 


水銀 球の 下端から でまでの 距離 


110〜120 匪 


幹 頂上から 200 でまでの 距離 


20〜30證 


目盛の 許容誤差 


±0,5 で 



(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 は， 試験 前に 48 時間 以上 デシ ケー ター 中で 乾燥し， 試験の 直前に 取り出す。 

(b) 流動 度 測定装置 （BI4) を 水平に 置き [H5(A)], 125 土 rC に 調節す る。 

(C) 試料 2,00g を 量り 取り， 装置の 試料 溶融 カップ 内に 入れ ガラスの ふた をす る。 

(d) 2 分 間 後に 中心部の 未 溶融 試料 を ガラス 棒で 押し下げて 完全に 溶融させる。 その 間， ガラスの ふた 
を 速やかに 開閉す る。 

(e) 4 分 後に 流動 度 測定装置 を 60 度に 傾け [図 5(B)], 溶融した 試料が 1 分 間， 2 分 間， 3 分 間に， 溝 中 
を 流れた 距離 を それぞれ 測定す る。 

(f) この 操作 を 3 回線 返して 行い， 1 分 間， 2 分 間， 3 分 間 後の それぞれの 数値の 最大-最小の 差が 5mm 
以内のと き は， その 平均値 を 取り これ を 流動 度と する。 それ以上の 差 を 生じた 場合 は， 再試験 を 行 

5o 

6.8.2 第 2 法 A (ISO 法 A) 

(1) 要旨 流動 度 は， 試験管 内の 試料 を loot: で 溶融 後， 試験管 を 15 度に 傾斜し， 10mm 流れる ごとの 時 

間で 示す。 

(2) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 
(a) 流動 度 測定装置 一例 を 図 6 及び B 7 に 示す。 
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単位 mm 



® 油 浴 

® かくはん 装置 

© &度計 

® 試験管 固定 装置 
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第 2 法 

図 7 試驗管 固定 装置の 一例 




単位 mm 

® ガス 抜き 管 
® 試験管 

© PI 盤 
® 棒 

® ピン 

0) V 字 型 プロック 

® 卷 ばね 
© 試料 



(b) 油 浴 油 を 入れる 容器 は ガラス 製で， グリセリン 又は 粘度 約 31nm 2 /s の 清浄な 油な どの 熱媒で 満た 

されて いて 投 込み ヒーターで 加熱され， 100 土 rc に 保持で き る もの。 

(C) かくはん 装置 油 浴の 温度 を 均一に 保持で きる もの。 

(d) a 度 計 JISB 7413 に 規定す る 200 度 温度計。 

(e) 試験管 長さ 130mm， 外径 25mm， 肉 厚 1.5imn の 耐熱 ガラス 製。 

外側に 赤色の 目盛が 付けて あり， 図 7 に 示す ように 小さな ガス 抜き 管 を 取り付けた コルク 栓でふ 
た をした もの。 

目盛 は 試験管の 底から 10mm の 位置よ り 上部へ 100mm まで， 5inm 間隔で 付けて あ り ， 10mm ご 

とに 数字 を 記した もの。 

(f) 試験管 固定 装置 試験管 を 正しい 位置に 保った めの もので， 図 7 に 示す ように 2 枚の 真ち ゆう 製の 
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円盤が 棒に 取り付けられて 回転で きる ようになつ ており， 円盤の 所定の 位置に 穴が あり ピンで 固定 
する。 試験管 は 円盤に 付いている V 字 型 ブロックに 卷 ばねで 固定す る。 
(g) デシ ケー ター 硫酸 水素 ナトリウムの 過飽和 溶液が 入って いるもの。 
{3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 は， 底の 浅い 器に 広げて デシ ケー ターに 入れ 室温で 少なく とも 24 時間 放置し， 試験の 直前に 取 
り 出す。 

(b) その 試料 を 2 本の 試験管に 壁面に つかない ように， それぞれ 2.00g づっ 量り 取り， 直立 させて 試料 
の 上面 を 水平に し， その 位置 を 目盛 （mm) で 読み取る。 この 試験管 を 固定 装置に 垂直に 固定させる 

(図 7)。 

(C) 固定 装置 を S 直にして， 100±1で の 油 俗 中に 入れ 3 分 間 保った 後， 素早く 試験管 を 105 度 回転 させ， 
コルク 检の方 を 下にして 水平から 15 度 傾けて， 溶融した 試料 を 流動させる。 ガス 抜き 管の 先端 は 油 
浴の 上面から 出して おく。 

(d) 100±1 での 油 浴 中で， それぞれの 試験管 中の 溶融した 試料が 最初の 位置から 10mm 流れる ごとに， 
経過した 時間 を 記録して 平均値 をと つて 流動 度と する。 

(e) この 流れが 90mm に 達した とき 又は 20 分 間 経過 したと き 試験 を 中止す る。 
6.8.3 第 2 法 B (ISO 法 B) 

(1) 要旨 流動 度 は， 試験管 内の 試料 を 100 でで 溶融 後， 試験管 を 15 度に 傾斜し， 12 分 間に 流れた 距離で 

示す。 

(2) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) 流動 度 測定装置 6， 8 . 2 ( 2 )(a) による。 

(b) 油 浴 油 を 入れる 容器 は， 金属製 その他の もので もよ い。 

グリセリン 又は 粘度 約 31mm 2 /s の 清浄な 油な どの 熱媒で 満たされ ていて 投 込み ヒーター などで 加 

熱され， 100 土 rc に 保持で きる もの。 

(C) 温度計 6.8.2(2)(d) による。 

(d) 試験管 長さ 125imn， 外径 25mm の 耐熱 ガラス 製で， 小さな ガス 抜き 用 ガラス 管 を 取り付けた コル 
ク栓 をした もの。 

(e) 試験管 固定 装置 6.8.2(2) (りに よる。 

(f) デシ ケー ター 6.8.2(2)(g) による。 

(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 は， 底の 浅い 器に 広げて デシ ケー ターに 入れ 室温で 少なく とも 24 時間 放置し， 試験の 直前に 取 
り 出す。 

(b) その 試料 を 2 本の 試験管に 壁面に つかない ように それぞれ 2.00g づっ 量り 取り， 直立 させて 試料の 
上面 を 水平に し， その 位置 を mm の 単位で 測る。 この 試験管 を 固定 装置に 差 直に 固定させる。 

(C) 固定 装置 を 垂直に して， 100±1 での 油 浴 中に 入れ 3 分 間 保った 後， 素早く 試験管 を 105 度 回転 させ， 
コルク 检の方 を 下にして 水平から 15 度 傾け， 溶融した 試料 を 流動させる。 ガス 抜き 管の 先端 は 油 浴 
の 上面から 出して おく。 

(d) 100±1で の 油 浴 中で， 試験管 を この 位置の まま 正確に 12 分 間 保った 後， 油裕 から 取り出して 達 直の 
位置に 戻し， 冷却して 油 を ふき 取り， 各 試験管 中の 溶融した 試料が 最初の 位置から 流動した 先端 ま 
での 距離 を 測定し， その 距離 を 流動 度と する。 二つの 測定値の 平均値 を 取る。 ただし， 羽根 ( 4 ) の 部 
分 は 無視す る。 
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(1) 
(2) 



注 ( 4 ) 羽根と は 溶融， 流動した セ ラックの 先端 周辺から 同じく 溶融， 流動した ワックス （セ ラック 中 
に 含まれて いる。） が 分離 はみだして できた もので， セ ラックの 主要部 分から 区別す る ことが で 
き， 異なった 色 をして いる。 
熱硬化 時間 

要旨 熱硬化 時間 は， 試料 を 熱 板 上で 熱して， ゴム 状になる までの 時間で 示す。 
装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 



(a) 熱硬化 時間 測定器 黄銅 製の 熱 板の 上面に， 一辺から 50mm の 位置 を 中心に して 直径 21mm, 深さ 
2mm, 底の 直径 17mm の 凹 部 を 設け， 熱 板の 表面から 10mm の 深さのと ころ を 中心に して， 一辺 か 
ら 直角に 温度計の 揷入孔 が あり， 水銀 球の 中心が 凹 部の 中心の 直下に くるよう になって いる。 熱 板 
の 下部 は 加熱 装置に よって 全体 を 加熱で きる。 

一例 を 図 8 に 示す。 

(b) 熱硬化 時間 測定 用 針 柄に 炭素鋼 製の 針を揷 入した もので 針 部分の 長さ は 50mm, 直径 1.0mm で， 
先端 部分 は 例 図 9 のよう に徐々 に 細くな つてい る。 

(C) 通 度 計 浸 没 線 付 ガラス 製 棒状 水銀温度計で， その 構造 及び 性能 は 表 3 に 示す。 

(d) 温度 翻 節 器 0〜120 ボルトの 間で 任意の 電圧に 調節で きる もの。 

(e) ストップウォッチ 0.5 秒まで 測定で きる もの。 
(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 0.05g を O.OOlg のけた まで 量り 取り， 170±lt: に 加熱した 熱 板 上 （図 8) の 凹 部に 置き， 直ち 
にス ト ップ ウォッチ を スター ト させ， 速やかに 凹 部に 均一 に 拡げて 溶融させる。 

(b) 針 （図 9) を 水平から 約 30 度の 角度に 保ち， 針 先で 毎分 60±5 回の 速度で かき 混ぜ， 溶融した 試料 
の 粘度が 高くな つたと き， 針 先 を 約 1 秒 間に 1 回， 約 1cm 持ち上げ， 溶融した 試料が 糸 状に ついて 
く るの を 確認す る。 

(C) 硬化が 進み， 針 先に 糸 状に ついて 上がら なくなった ときに ストップウォッチ を 止める。 この 時間 を 
熱硬化 時間と する。 

図 8 熱 « 化 時 聞 測定 « の 一例 
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35 



単位 

45 '傾斜 
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国 9 熱硬化 時間 測定 用 針の 一例 

単位 mm 
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表 3 熱硬化 時間 測定 用 温度計 



温度の 範囲 


0〜200 で とし 0>5 で ごとの 目盛が 付いている こと。 


全長 


260〜280 證 


ガラス 管の 怪 


6〜7mm 


水銀 球 


長さ 10 〜： I5mm 


直怪は 幹の 直径よ り 大きく ない こ と。 


浸 没 


55mm 


水銀 球の 下端から でまでの 距離 


80〜90瞧 


幹 頂上から 200 でまでの 距離 


20〜30mm 


目盛の 許容誤差 





6.10 酸 価 

(1) 要旨 酸 価 は， 試料の アルコール 溶液 を 水酸化 カリウム エタノール 溶液で 滴定 し， 試料 Ig 中の 酸 分 を 
中和す るのに 要した 水酸化 カリ ゥムの mg 数で 示す。 

(2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) 中性 エタノール JIS K 8102 に 規定す る エタノール （95) を O.linol// 水酸化 力 リ ゥム エタノール 溶 
液で フヱノ ール フタ レイ ンを 指示薬 として 中和した もの。 

(b) O.lmol// 水酸化 カリウム ニタ ノール 溶液 JISK8574 に 規定す る 水酸化 カリウム 約 6.6g を ポリ ェチ 
レン 瓶 1/ に 取り 二酸化炭素 を 含まない 水 20ml を 加えて 溶かし， これに JISK 8102 に 規定す る エタ 
ノール （95) を 加えて 1/ とし， よく 振り 混ぜる。 

二酸化炭素 を 遮 り 数日間 放置 後上 澄み 液をポ リ エチレン 瓶に 取 り ， ソーダ 石灰 管 を 付けて 保存す 
る。 ファクタ 一は， 次の 方法に よって 求める。 

O.lmoiy/ 塩酸 25ml に 二酸化炭素 を 含まない 水 を 加え 50ml とし， フエ ノール フタ レイン 溶液 を 指 
示 薬と して （Umoiy/ 水酸化 カリ ゥム エタノール 溶液で 滴定 する。 

ここに， F: O.lmol/Z 水酸化 力 リ ゥム エタノール 溶液の ファクター 

t: 滴定に 要した O.lmol// 水酸化 カリ ゥム エタノール 溶液の 量 （ml) 
/: O.lmol/Z 塩酸の ファクター 

(C) チ モール ブルー アルコール 溶液 JISK8643 に 規定す るチ モール ブルー 0,lg を JISK8102 に 規定す 

る エタノール （95) 100ml に 溶解した もの。 

(d) フエ ノール フタ レイン 溶液 JISK8799 に 規定す る フエ ノール フタ レイン Ig を JISK8102 に 規定 

する エタノール （95) 100ml に 溶解した もの。 

(3) 装置 装置 は， 次のと おりと する。 

(a) S 位 差滴定 装置 JIS K 0113 に 規定す る もの。 

(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 約 Ig を O.OOlg のけた まで ビーカー 100ml に 量り 取り， 中性 エタノール 50ml を 加えて 溶かす。 
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(b) O.lmoV/ 水酸化 力 リ ゥム エタノール 溶液で， JISK0I13 の 5. に 規定す る 電位差 滴定 方法に よって 滴定 

する。 

(C) チ モール ブルー 溶液 を 内部 指示薬と して 滴定 する 場合 は， 試料 約 2g を 0.002g のけた まで 三角 フラ 
スコに 量り 取り， （a) と 同様に 溶解して O.lmoV/ 水酸化 カリ ゥム エタノール 溶液で 滴定を 行う。 

液が 着色して 終点が 見に くい 場合 は 同 指示薬 を 外部 指示薬と して 滴定を 行う。 指示薬 を 用いた 場 
合 は 測定 結果に その 旨 を 付記す る。 
(5) 計算 酸 価 は， 次の 式に よって 算出す る。 



6.11 ひ 素 

(1) 要旨 ひ 素 は， 試料 を 灰 化し， 水素 化 ひ 素と して 吸収 液に 吸収 赛色 させ， 510nm 付近の 波長で 吸 光度 

を 測定し， 標準 液の 吸 光度と 比較す る。 
{2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) 堪酸 （1 + 1) JISK 8180 に 規定す る ひ 素 分析 用 を 用いて 調製した もの。 

(b) 確 酸 JISK 854 1 に 規定す る もの。 

(c) よう 化 カリウム 溶液 JISK 8913 に 規定す るよう 化 カリウム 20g 水に 溶かして 100ml とした もの。 

こ の 溶液 は 使用 時に 調製す る。 

(d) 坦 化すず （n) 溶液 JIS K 8136 に 規定す る 塩化す ず （n) 二 水 和 物 40g を JIS K 8180 に 規定す る 塩 
酸に 溶かして 100ml と し， 小粒の すず 2〜3 個 を 加えて 保存す る。 使用 時に 水で 10 倍に 薄める。 

(e) 酢酸 » (H) 溶液 JISK 8374 に 規定す る 酢酸 鉛 （II) 三 水 和 物 11. 7g を 酢酸 1， 2 滴カ卩 えた 水に 溶か 
し， 水で 100ml とした もの。 

(り 亜紛 JISK 8012 に 規定す る ひ 素 分析 用 砂 状 亜鉛， で 粒度 149〜141jLun の もの。 

(g) N，N- ジ ェチル ジチォ カル パミド 酸 銀-クロ 口 ホルム 溶液 JISK9512 に 規定す る N,N- ジェチ ルジチ 
ォ カル バミ ド酸銀 0.25g と JISK 8832 に 規定す る ブル シン 二 水 和 物 O.lg と を JIS K 8322 に 規定す る 
クロ 口 ホルムに 溶かして 100ml とした もの。 溶かした とき， クロ 口 ホルムが 揮 散した とき は クロ 口 
ホルム を 加えて 100ml とする。 この 溶液 は 使用 時に 調製す る。 

(h) ひ 素 標準 液 （0.001 mgAs/ml) JIS K 8001 の 4.3(1) に よ る 。 

(i) 確 酸 マグネシウム-エタノール 溶液 JISK 8567 に 規定す る 硝酸 マグネシウム 2g を JISK 8101 に規 

定 する エタノール （99.5) 100ml に 溶かした もの。 
Q) メ チルォ レンジ 溶液 JISK 8893 に 規定す る メチル オレンジ O.lg を 水 100ml に 溶解した もの。 
(k) アンモニア 水 （2+3) JISK 8085 に 規定す る アンモニア 水 40ml に 水 を 加えて 100ml とした もの。 
(1) 希 tfi 酸 JISK 8180 に 規定す る 塩酸 （ひ 素 分析 用） 23.6ml に 水 を 加えて 100ml とした もの。 
(m) 確 難 （1 + 1) JISK 8541 に 規定す る 硝酸 を 用いて 調製した もの。 
(3) 装置 及び » 具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 



5.61XFXF 



A ： 
5.61 ： 



F ： 



酸 価 

O.lmoV/ 水酸化 力 リ ゥム エタノール 溶液 1ml 中に 含まれる 水 
酸化 カリ ゥムの 質量 （mg) 

滴定に 要した O.lmol// 水酸化 力 リ ゥム エタノール 溶液の 量 
(ml) 

O.lmoV/ 水酸化 カリ ゥム エタノール 溶液の ファクター 
試料の 質量 （g) 
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(a) 水素 化 ひ 素 発生 装康 及び 吸収 管 一例 を 図 10 に 示す。 

(b) 分光 光度計 

(C) るつぼ JISR 1301 に 規定す る B 形で 容量 50ml の もの。 

(d) 水洛 9 ()〜100 でに 調節で きる もの。 

(e) 電 ft 炉 500〜600 でに 調節で きる もの。 
(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 0.53g を磁 製る つぼに 量り 取り， 硝酸 マグネシウム-エタノール 溶液 10ml を 加え， 点火して 燃 
焼 させた 後， 徐々 に 加熱して 灰 化する。 

(b) 炭化物が 残る とき は 少量の 硝酸 （1 + 1) で 潤し， 再び 強 熱して 灰 化する。 
(C) 放 冷 後， 残留 物に 塩酸 （l + l)3ml を 加え 水 俗 上で 加温して 溶かす。 

(d) この 溶液 を 発生 瓶に 移し， 少量の 水で 洗い 込む。 

(e) メチル オレンジ 溶液 1 滴 を 加え， アンモニア 水 （2 + 3) 又は 希 塩酸 を 用いて 中和し， 水 を 加えて 4()ml 
とする。 

(f) 以下の 操作 は， JISK 8001 の 5.19(3) ジェ チルジ チォカ ルバ ミド酸 銀 法） による。 

ただし， ひ 素 標準 液 （0,001mgAs/ml) は 2ml とする。 

図 10 水素 化 ひ 素 発生 装置 及び 吸収 管の 一例 

単位 mm 




(内径) 「 



(内径） 



A ： 発生 瓶 （肩 ま での 容量 約： 107 ml) E ： 小孔 

B ： 排気管 F ； ガラ ス織維 （約 0.2 g) 

C ： ガラス 管 （内怪 5.6 mm, 吸収 管に 人れ る 部分 は （； ： 5 ml の檁線 

先端 を 內径 JL mm に 弓 I き 伸ばす。） H 及 ぴ J ： ゴム;^ 

D ： 吸収 管 （内径 10 mm) L ： 40 ml の檫線 
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6.12 重金属 

(1) 要旨 重金属 は， 試料 中の， 酸性で 硫化 ナトリウム 溶液で 呈色す る 金属性 混在 物で， その 量 を 標準 液 
の 鉛の 呈色と 比較す る。 

(2) 試藥 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) 確 JIS K 8541 に 規定す る もの。 

(b) 硫酸 JISK8951 に 規定す る もの。 
(C) 堪酸 JISKSISO に 規定す る もの。 

(d) フエ ノール フタ レイン 溶液 6.10( 2 )(d) による。 

(e) アンモニア 水 （2+3) JISK 8355 に 規定す る アンモニア 水 40ml に 水 を 加えて 100ml とした もの。 

(f) 希 酢酸 J1SK 8355 に 規定す る 酢酸 6g に 水 を 加えて 100ml とした もの。 

(g) f& 標準 液 （O.OlmgPWml) JIS K 8001 の 4.3(1) (—般 用） による。 この 標準 液 は 使用 時に 調製す る。 

(h) 硫化 ナトリウム 溶液 J1SK8949 に 規定す る 硫化 ナトリウム 5g を 水 10ml 及び JISK8295 に 規定す 
る グリセリン 30ml の 混 液に 溶かす。 

この 溶液 は 遮光 した 瓶に 入れ 3 か 月 以内に 用いる。 

(3) 器具 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) るつぼ J1SR 1301 に 規定す る B 形で 容量 30ml の もの。 

(b) 比 色 管 容量 50ml。 

(C) 水洛 9 0〜100t: に 調節で きる もの。 
(d) S 気炉 500〜600で に 調節で きる もの。 

(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 2.0g を磁 製る つぼに 量り 取り， ゆるく ふた をし， 弱く 加熱して 炭化す る。 

(b) 冷却 後， 硝酸 2ral 及び 硫酸 5 滴 を 加え 白煙が 生じなくなる まで 加熱した 後， 電気炉 を 用いて 500〜 
600で で 強 熱 し 灰 化する。 

(C) 冷却 後， 塩酸 2ml を 加えて 水浴 上で 蒸発 乾 固 し， 乾 固 物 を 塩酸 3 滴で 潤 し， 熱 水 10ml を 加えて 2 

分 間 加温す る。 

(d) フエ ノール フタ レイン 溶液 1 滴 を 加え， アンモニア 水 （2 + 3) を 液が 微 赤色と なる まで 滴 加し， 希 
醉酸 2ral を 加える。 

(e) 必要に 応じろ 過し 水 10ml で 洗い， ろ 液 及び 洗 液 を 比 色 管に 入れ， 水 を 加えて 50ml とする。 

(f) 別の 磁製 るつぼに 硝酸 2ml， 硫酸 5 滴 及び 塩酸 2ral を 取り， 水裕 上で 蒸発し， 更に 砂 俗 上で 蒸発 乾 
固し， 乾 固 物 を 塩酸 3 滴で 潤し， 熱 水 10ml を 加えて 2 分 間 加温し， （d) の 操作 を 行い 鈴 標準 液 
(O.OlmgPb/ml) 2ml を 加え， 水で 50ml とする。 

(g) (e) 及び (f) の 比 色 管に 硫化 ナトリウム 溶液 1 滴ず つ を 加えて 混合し， 5 分 間 放置 後， 両管を 白地 を 背 
景と して 上方 又は 側 方から 透視して 液の 色 を 比較す る。 

(h) 試料 溶液の 呈 する 色 は， （f) で 得た 溶液の 呈 する 色より 濃くない こと。 

7. 検査 検査 は 6. によって 試験し， 表 1 に 適合し なければ ならない。 

8. 包装 吸湿 及び 不純物の 混入 を 防ぎ， 輸送に 適した 包装で ある こと。 

参考 紙 * ポリエチレン * ラミネート など 又は それら を 併用した ものが ある。 
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9. 表示 表示 は， 包装 又は 容器の 見やす いところ に， 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 

(1) 規格の 名称 

(2) 種類 

(3) 正味 質量 

(4) 製造業 者 名 又は その 略号 

(5) 製造 年月 又は その 略 

(6) 製造番号 又は ロッ ト 番号 

備考 上記の 表示 事項 中， 製造番号と 製造 年月の 併記 表示 をす る ことができる。 この場合， 次の 例の 
とおり 明らかに 製造 年月 がわ かる 表示 又は その 略号で ある こと。 
例 製造番号 （又は ロット 番号） ：94. 10- 10050 又は 

H6. 10 - 10050 

丄丄 丄 

製造 年 月 製造番号 

10. 注意事項 

(1) セ ラック は 温度が 高い と 固まり やすくな り， 使用し にくくなる ことがあ るので， 貯蔵 及び 取极 いはで 
きる だけ 25で 以下で 行う。 

(2) 固まった 場合 は， 粉碎 して 使用す る。 

付表 1 引用 規格 



JIS B 0601 


表面 粗 さ 一 定義 及び 表示 


JIS B 7413 


浸 没 線付ガ ラ ス製 水銀 棒状 温度計 


JIS H 6201 


化学分析 用 白金る つぼ 


JIS K 0050 


化学分析 方法 通則 


JISK0113 


電位差 ♦ 電流 ♦ 電 量 ♦ カール フィ ッシ ヤー 滴定 方法 通則 


JIS K 8001 


試薬 試験 方法 通則 


JISK8012 


亜鉛 （試薬） 


JIS K 8085 


アンモニア 水 （試薬） 


JISK8101 


エタノール （99.5) [エチルアルコール （99.5)] (試薬） 


JIS K 8102 


エタノール （95) [エチルアルコール （95)] (試薬） 


JISK8136 


塩化す ず （II) 二 水 和 物 （試薬） 


JIS K 8180 


塩酸 （試薬） 


JIS K 8295 


グリセリン （試薬） 


JISK8322 


クロ 口 ホルム （試薬） 


JIS K 8355 


酢酸 （試薬） 


JISK8374 


酢酸 鉛 （n) 三 水 和 物 （試薬） 


JIS K 8529 


臭素 （試薬） 


JISK8541 


硝酸 （試薬） 


JIS K 8567 


硝酸 マグネシウム （試薬） 


JIS K 8574 


水酸化 カリウム （試薬） 
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JIS K 8593 


石油 ェ— ァ ノレ （訳 楽） 


JIS K 8625 


JP^ 酸ナ 卜 リヮム [a^M) 


JIS K 8643 


テ モー ノレ フノ レー 1^^; 


JIS K 8798 


ノ エノ 一 ノレ （^5^) 


JIS K 8799 


ノエ ノーノ レノタ レイ ノ 楽) 


JIS K 8832 


ノノ レン ノー yjCf 卩物 （み 朵ノ 


JIS K 8893 


メアノ レス レノン \^^) 


JIS K 8913 


よつ 化 カリ ヮム 朵） 


JIS K 8949 


'm\uT 卜 リ ヮム 7L7K 不ロ物 


JIS K 8951 


硫酸 （試薬） 


JIS K 9512 


N,N- ジ ェチル ジチォ カル バミ ド酸銀 （試薬) 


JIS P 3801 


ろ 紙 （化学分析 用） 


JIS R 1301 


化学分析 用 磁器る つぼ 


JIS R 1302 


化学分析 用 磁器 蒸堯 ざら 


JIS R 3503 


化学分析 用 ガラス 器具 


JIS Z 8801 


標準 ふるい 



付表 2 对応国 16 規格 

ISO 56/11 Shellac ― Specification ― Part n ： Machine-made shellac 



(委員長） 
(副 委員長) 



(事務局） 



JISK5909 改正 原案 作成 委員会 構成 表 
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電気 絶縁 材料 工業 会 
東 日本 塗料 株式会社 
通商産業省 基礎 産業 局 
工業技術 院 標準 部 繊維 化学 規格 課 
通商産業省 通商産業 検査 所 
財団法人 化学品 検査 協会 
大日 本 インキ 化学工業 株式会社 
ニチ パン 株式会社 
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